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EXPRESSBUILDER 
 

1.概要 
  

■ EXPRESSBUILDERは、Express5800シリーズをセットアップするための統合環境を提供します。 

■ 本体に添付されています EXPRESSBUILDERには、管理・運用のための各種ユーティリティやオン

ラインドキュメントが格納されております。また、サーバ管理ツールとして ESMPRO Server 

Manager/Server Agentを提供しております。 

■ EXPRESSBUILDERでサポートしております「シームレスセットアップ」は、ハードウェアの設定

からオペレーティングシステムのインストール、および各種アプリケーションのセットアップまで

を一連の流れの中で行う Express5800独自のセットアップ方法です。 

■ EXPRESSBUILDERは、次の２つのフェーズを持ち、それぞれで実行できるユーティリティやセッ

トアップできるソフトウェアが異なります。 

a) Express5800シリーズ※で、EXPRESSBUILDER CD-ROMから起動させる 

・シームレスセットアップが実行できます。 

※EXPRESSBUILDERはバージョンによって対応機種が異なります。必ず本体装置に添付され

た EXPRESSBUILDERから起動させてください。 

b) Windows NT 4.0/2000/2003/95/98/Me/XPが動作しているコンピュータへ、EXPRESSBUILDER  

CD-ROMをセットする 

・Windows上で動作する各種ソフトウェアをインストールできます。 

 

     

 

 

 

a)のときの画面表示例 b)のときの画面表示例 



2.EXPRESSBUILDERの主な収録内容 
※以下の各項目は、EXPRESSBUILDERのバージョンにより収録内容に違いがありますのでご注意く

ださい。 
収録内容 説明 

オペレーティングシステム セットアップ 
ExpressPicnic シームレスセットアップで使用するセットアップ情報ファイルを

作成するためのユーティリティです。 
Windows 2000/Windows 2003 
OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000/Windows2003のインストールまたはシステム修復
の際に必要となるフロッピーディスクです。 

システムのアップデート Windows 2000/Windows2003 の OS 差分モジュールを適用しま
す。 
サーバ監視・管理 

ESMPRO/ServerAgent,  
ESMPRO/ServerManager 

サーバ管理ソフトウェアです。 
ServerAgent ：本体サーバにインストール 
ServerManager ：監視を行う本体サーバまたはクライアントに 
   インストール 

MWA 
(Management Workstation Application) 

システム管理用 PC（ESMPRO/ServerManagerなどが動作してい
るコンピューター）から、ネットワークを通じて対象マシンをリ

モート管理するためのアプリケーションです。 
DianaScope システム管理用 PC から、ネットワークを通じて対象マシンをリ

モート管理するためのアプリケーションです。 
オフライン保守ユーティリティ オペレーティングシステムが起動しないような重大な障害発生時

に、障害原因を解析するためのユーティリティです。 
システム診断ユーティリティ(T&D) 本体の機能および本体と拡張ボードとの接続などを検査するユー

ティリティです。 
ディスクアレイ保守・管理 

Power Console Plus  LSI Logic 社製ディスクアレイコントローラ(MegaRAID)を OS 上
からオンラインで制御するためのユーティリティです。 

Adaptec Storage Manager Adaptec ディスクアレイコントローラ(HostRAID)をブラウザ上か
らオンラインで保守・管理を行うためのユーティリティです。 

Promise Array Management Promise社製シリアル ATAインタフェースのディスクアレイコン
トローラを管理するためのユーティリティです。 

Fast Check ディスクミラーリングコントローラで制御・構築されているアレ

イディスクの保守・管理を行うためのユーティリティです。 
その他 

オンラインドキュメント HTML文書/PDF形式のファイルで提供されています。HTMLブラ
ウザ（Internet Explorer 6.0以降推奨）と Adobe Acrobat Reader 5.0
以降がセットアップ済みのコンピュータ上でご使用ください。 

テープ監視ツール 自己診断機能をサポートするテープ装置から、通報される 自己診
断情報(TapeAlert 情報)を基に、コンソール上へのポップアップメ
ッセージ出力などを行います。 

 

 

 

 



3.シームレスセットアップ 

 

■シームレスセットアップは、あらかじめセットアップ開始前にセットアップに必要な情報を編集し 

フロッピィディスク（セットアップパラメータＦＤ）に保存しておき、セットアップの際にその情報

を逐一読み出して、自動的に一連のセットアップを進めます。最初にセットアップ情報を編集するだ

けで後は自動的にセットアップを進めます。 

 

■ Trekking コマンド（セットアップ情報設定ツール）にて、予めサーバのセットアップ情報ファイル

を FD（セットアップパラメータＦＤ）に作成し、Windows 2000 / Windows2003のインストール時

に読み込ませることも可能です。大量導入時に活用できます。 

設定内容を確認したい時は、セットアップパラメータ FDの内容を印刷することもできます。 

＊TrekkingコマンドはWindows 95、Windows98、Windows Me、WindowsXP、Windows NT 3.51、

Windows NT 4.0､ Windows2000、Windows2003の動作する Intel製プロセッサを搭載したコンピ

ュータで動作可能。 
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4.セットアップ概要 
 

 Express5800シリーズのセットアップは、EXPRESSBUILDERのシームレスセットアップを使用し

ます。マニュアルでのセットアップは、保守用パーティションを設定したくないなどの特殊なイン

ストール時のみ使用します。 

・シームレスレスセットアップ 

  ハードウェアの内部的なパラメータや状態の設定から OS(Windows 2000 / Windows2003)、各

種ユーティリティのインストールまでを切れ目なく (シームレスで )セットアップできる

Express5800シリーズ独自のセットアップ方法です。 

 
・マニュアルセットアップ 

  RAIDの設定や OSのインストール、各種ユーティリティのセットアップなどを手作業で行う 

       方法です。 



■シームレスセットアップの使用方法 
●通常の場合 
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セットアップが自動的
 

BUILDER CD-ROMからブートする｡ 

EXPRESSBUILDERの起動 

do

RO

ト
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る。またWindows 2000 / Windows2003のイン
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その他」（または「Other」）を選択する。 

セットアップ情報の入力 

アップパラメータ FDの作成 

に

セットアップ情報をセットアップパラメータ FDに保存する｡ 
進行する。 

セットアップの開始 



 

●事前に設定情報を作成する場合 

Windows95、Windows98、Windows Me、WindowsXP、WindowsNT4.0、Windows2000、Windows2003

で動作するコンピュータに ExpressPicnicをインストールし,Trekkingコマンドを起動することで、シー

ムレスセットアップで使用される設定ファイル(***.tre)を『セットアップパラメータＦＤ』に保存するこ

とができます。 

 

Windows 2000/W

するためのツール

WindowsMe、W
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ールする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Trekkingコマンドのインストール 

indows2003のセットアップ情報ファイルを作成

(Trekkingコマンド)をWindows95、Windows98、

indowsXP、Windows NT 3.51、WindowsNT4.0、

indows2003 で動作するコンピュータにインスト
セットアップパラメータ FDの作成 
イ ン ス ト ー ル し た Trekking コ マ ン ド で 、 Windows 

2000/Windows2003のセットアップのセットアップ情報を設定し、

セットアップパラメータ FDを作成する。 
シームレスセットアップの起動 
EXPRESSBUILDERより｢シームレスセットアップ｣を選択する。 

その後「セットアップ情報の入力/確認」から、Trekkingコマンドで 

作成したファイルを選択し、Windows 2000/Windows2003 をイン

ストールする。 
セットアップ情報の確認／修正 

 
セットアップ情報の内容を確認及び修正を行う。
セ
ットアップの開始 

 
セットアップが自動的に進行する。



■セットアップに関する留意事項 

本体装置の環境によっては、通常の手段（シームレスセットアップ）に加えて、追加の手順が

必要になる場合があります。 

次のような場合に、一部手順を追加・変更してセットアップを進めてください。 

 

 

 

 

Ａ．シームレスセットアップ未対応のボードを接続しているとき 

※EXPRESSBUILDERのバージョンとシームレスセットアップに対応しているボードの一覧につい

ては、次のホームページから参照できます。 

http://www.ace.comp.nec.co.jp/ 

（「ExpressPicnic」をクリックして情報を参照してください） 

※ビルド・トゥ・オーダーにより、OS組み込み出荷された状態からセットアップを開始する場

合には、本操作を行う必要はありません。 

 

１ セットアップしようとする大容量記憶装置コントローラの取り扱い説明書を準備する 
セットアップ前に必ずボード添付の取り扱い説明書を一読してください。 

 

２ ディスクアレイコントローラの場合は、コントローラの取扱説明書に従ってRAIDの設定

を行う。 

RAID設定の不要な大容量記憶装置コントローラの場合は、手順 3へ進んでください。 

 

３ EXPRESSBUILDER CD-ROMからシステムを起動させる。 

 

４ シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認する。 

●アレイディスクの設定画面が表示された場合は、 [既存の RAID を使う ]           

をチェックする 

※コントローラによっては、設定画面が現れないことがあります。 

● [大容量記憶装置用OEM-FDの適用をする]をチェックする 

※このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドラ

イバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

 

５ シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コントローラに添付されているフロッピーディスクをフロッピーディス

クドライブにセットし、以降は画面のメッセージに従って操作してください。 
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Windows Server 2003 Small Bussines Server ／Linux などシームレスセットアップが未

サポートの OSをインストールするとき 
 シームレスセットアップの設定で、インストール OSの種別選択時に「その他」を選択す
る 

 シームレスセットアップを実行する 
アレイディスクの設定、保守用パーティションの設定を行い終了します。 

 以降は、各 OSのインストール方法に従ってインストールを続行する 
Windows2000/Windows2003/SBS については、マニュアルセットアップが可能な機種

の場合、オンラインドキュメントに「インストールサプリメントガイド」が収録されて

いますので参照してください。 

 

 

き 
Ｃ．特殊な RAID設定を行いたいと
 接続したアレイコントローラに応じて、ボード上のツールを起動する。 
ボード上のツールを起動する場合は、各ボードに添付のマニュアルに従って、POSTか

ら起動してください。 

 RAIDの設定を行う 

 以降は、通常通りシームレスセットアップを実行する 
シームレスセットアップの設定で、「RAIDの新規作成」はチェックしないでください。 

 
Ｄ．保守用パーティションを作成したくないとき
 接続したアレイコントローラに応じて、ボード上のツールを起動する。 
上記、Ｂ－１を参照してください。 

 RAIDの設定を行う 

 以降は、各 OSのインストール方法に従ってインストールを続行する 
上記、Ａ－３を参照してください。 



 

5.注意事項
 

・EXPRESSBUILDERからシステムを起動する場合、必ず CD-ROMが添付されていた装置において

のみ実行してください。 

・EXPRESSBUILDERを終了する際には、必ずトップメニューの「終了」を選択してください。各ユ

ーティリティやシームレスセットアップの実行中に、電源を切るなどして強制終了させないでくだ

さい。 

・シームレスセットアップはWindows Server 2003 Small Bussines Serverは未サポートです。 

（インストールＯＳ種別の指定で「その他」を指定してください） 

・Linux をインストールする際は、インストール OS 種別の指定で「その他」を指定してください。

また、パーティション作成の際には、fdisk(Linux 版)を使用されることを推奨します（「Linux On 

Express5800」の「テクニカル情報」－「ノウハウ集」を参照してください） 

 


